
 

  

第 6 学年 1組  保健学習指導案 

令和７年１０月１６日（木） 

指導者 吾郷 勲 

１ 単元名 病気の予防 

２ 授業づくりの構想 

（１）単元観                   （２）児童の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学習内容の系統性 

 

 

 

 

（４）単元の目標 

 

 

 

 

 

 

保健分野 

（１）健康な生活と疾病の予防 

ア 健康の成り立ちと疾病の発生

要因 

イ 生活習慣と健康 

ウ 生活習慣病などの予防 

エ 喫煙、飲酒、薬物乱用と健康 

オ 感染症の予防 

カ 健康を守る社会の取組 

Ｇ保健 

（１）健康な生活 

ア知識 

(ア)健康な生活 

(イ)１日の生活の仕方 

(ウ)身の回りの環境 

イ思考力、判断力、表現力等 

健康な生活について課題を

見付け、その解決に向けて

考え、それを表現すること。 

Ｇ保健 
（３）病気の予防 
 ア知識 
 (ア)病気の起こり方 
(イ)病原体が主な要因となって起 
こる病気の予防 

(ウ)生活行動が主な要因となって 
起こる病気の予防 

(エ)喫煙、飲酒、薬物乱用と健康 
(オ)地域の様々な保健活動の取組 
イ思考力、判断力、表現力等 

病気を予防するために、課題を
見付け、その帰結に向けて思考
し判断するとともに、それらを
表現すること。 

第５、６学年 第３、４学年 中学校 

 本単元は、病気の発生要因や予防の方法、喫煙、飲酒、
薬物乱用が健康に与える影響などについて理解するこ
とを通して、それらに対する自身の課題を見付け、解決
の方法を考え、判断するとともにそれらを表現できるよ
うにすることをねらいとしている。 
本単元では、まず、事前アンケートによって、自分の
生活行動（全身を使った運動習慣、バランスのとれた食
生活や間食、早寝・早起き・朝ごはん）について振り返
らせることで、課題意識をもたせたい。そして、学習を
積み重ねていくことで生涯を通じて自分自身の健康の
維持・増進のためには、どのような知識を身につけ、判
断し、行動に移していけるかを考えさせたい。 
指導に当たっては、病気の発生要因を押さえ、全身を
使った運動やバランスのとれた食生活といった予防方
法に視点を向けさせていきたい。また、専門性の高い地
域の保健師をゲストティーチャーとして招いたり、栄養
教諭や養護教諭が指導に関わったりすることで、学びを
深めさせていきたい。さらに、単元末には、自分自身の
健康課題に合った予防方法を見つけ、「いきいき宣言」
を書く時間を設ける。そして、それを活用して、他者（友
達や家族等）に伝えたり、説明したりする場面を設定し
ていきたい。 

本学級の児童（男子１２名、女子１８名）は、元気な
児童が多く、病気やけがにより学校を休む児童が少な
い。しかし、週末の習い事等で疲労が蓄積して体調を崩
したり、休日に生活習慣を崩すなどして、風邪をひいて
欠席したりする児童が見られる。 
スポーツクラブ等に所属している児童が半数いる
が、所属していない児童の中には運動習慣が身につい
ていない児童が多い。 
給食時間の様子を見ると、好き嫌いをせず完食をす
る児童がほとんどで給食の残菜はない。バランスよく
食べることや運動をすることの大切さは理解してい
る。しかし、バランスのとれた食生活や運動すること
が、どのように病気の予防に関係しているのか理解し
ている児童は少ない。また、児童の体型を分析すると、
痩せ傾向が全体の 7.4％、肥満傾向の児童が 11.1％と
なっており、バランスのとれた食生活と全身を使った
運動の習慣が身についていないことが見受けられる。 
さらに、喫煙や飲酒、薬物の乱用が体におよぼす害に
ついてなんとなくわかってはいても、人体におよぼす
影響までは理解していない児童が多い。 

関連する保健指導・教科等 
ヒトや動物の体（理科）、見つめてみよう生活時間、朝食から健康な１日の生活を（家庭科）、マナー
を守ろう～携帯電話、SNSの利用など、バランスの良い食事を考えよう（学級活動）、メディアコント
ロール週間（中学校区）、体育科「運動領域」 

 

【知識】 

病気の起こり方、病原体が主な要因となって起こる病気の予防、生活行動が主

な要因となって起こる病気の予防、喫煙・飲酒・薬物乱用と健康、地域の様々な

保健活動の取組について理解することができるようにする。 

 【思考力、判断力、表現力等】 
病気の予防に関わる事象から課題を見付け、病気を予防する

視点から解決の方法を考え、適切な方法を選び、それらを説明

することができるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

病気の予防について、健康や安全の大切さに気付き、自己の

健康の保持増進や回復に進んで取り組むことができるように

する。 

。 



（５）学びへの働きかけ 

身近な生活における課題の明確化 原則や概念に迫る工夫 行動化や環境づくりにつなげる工夫 

〇生活習慣アンケートを実施し、自分

の生活習慣や食生活、運動習慣につ

いてふり返らせることにより、自己

の課題に目を向けられるようにす

る。 

〇地域の保健師、栄養教諭や養護教諭

と連携し、病気の原因や予防の方法

を明確にすることにより、自己の生

活をふり返り、知識を深化する機会

を設ける。 

〇自身の生活習慣アンケート結果や

学習中に話し合った生活習慣の改

善策をもとに「いきいき宣言」を書

くことを通して、自分事としてとら

え行動化に繋げられるようにする。 

（６）単元の流れ及び評価の計画 

 １ ２ ３（本時） ４ ５ ６ ７ ８ 

主
な
ね
ら
い 

病気は、病原

体、体の抵抗

力、生活行動、

環境などが関

わりあって起

こることを理

解する。 

病原体が主な

要因となって

起こる病気の

予防には、体

に病原体が入

るのを防ぐこ

と、体の抵抗

力を高めてお

くことが必要

であることを

理解する。 

生活行動が主

な要因となっ

て起こる病気

の予防には、

適度な運動や

正しい食生活

など、健康に

良い生活習慣

を身に付ける

必要があるこ

とを理解す

る。 

虫歯やはぐき

の病気の予防

には、口膣の

衛生を保つこ

となど、健康

によい生活習

慣を身に付け

る必要がある

ことを理解す

る。 

喫煙につい

て、呼吸や心

臓のはたらき

に対する負担

などの影響が

現れること、

受動喫煙によ

り周囲の人々

の健康にも影

響を及ぼすこ

とについて理

解する。 

飲酒につい

て、判断力が

鈍くなる、呼

吸や心臓が苦

しくなるなど

の影響が現れ

ることを理解

する。 

薬物乱用につ

いて、一度の

乱用で死に至

ることがあ

り、乱用を続

けると止めら

れなくなり、

心身の健康に

深刻な影響を

及ぼすことを

理解する。 

人々の病気を

予防するため

に、保健所や

保健センター

などでは、健

康な生活習慣

に関わる情報

提供や予防接

種などの活動

が行われてい

ることを理解

する。 

学
習
活
動 

病気の起こり

方について、

自分の生活や

体験をもとに

話し合う。 

病原体が基に

なって起こる

病気の予防に

ついて、自分

の生活や体験

をふりかえり

ながら話し合

う。 

生活習慣と生

活習慣病の関

係を知り、保

健師の話を聞

いて考えを深

め、自分の課

題に合った予

防の方法を考

え、伝え合う。 

 

これまで受け

てきた学校歯

科医の指導を

生かし、自分

の生活を振り

返りながら、

むし歯や歯周

病を予防する

方法を考え、

伝え合う。 

保健師の指導

を通して、喫

煙の害につい

て考え、身近

な人に喫煙の

害についてど

のように伝え

るのか考え

る。 

 

保健師の指導

を通して、飲

酒の害につい

て考え、身近

な人に飲酒の

害についてど

のように伝え

るのか考える 

 

学校薬剤師の

指導を通し

て、薬物使用

の恐ろしさに

ついて考え、

もし薬物使用

を進められた

ときに、どの

ように断るの

か考える。 

地域の保健活

動に携わる保

健師の話を聞

き、地域の保

健活動につい

ての考えを深

める。 

 

評
価
の
計
画 

知 ① ② ③ ③ ④ ④ ⑤ ⑥ 

思  ① ②  ③ ③   

態 ①       ① 

 

 

具
体
的
な
評
価
規
準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①病気の起こり方について理解し
たことを書いたり、言ったりし
ている。 
②病原体が基になって起こる病気
の予防について理解したことを
書いたり、言ったりしている。 
③生活行動が関わって起こる病気
の予防について理解したことを
書いたり、言ったりしている。 
④喫煙、飲酒と健康について理解
したことを書いたり、言ったり
している。 
⑤薬物乱用は、心身の健康に深刻
な影響を及ぼすことについて、
理解したことを書いたり、言っ
たりしている。 
⑥地域の様々な保健活動の取組に
ついて理解したことを書いた
り、言ったりしている。 

①病原体が主な原因となって起こ
る病気の予防について、学習し
たことを活用して、予防の方法
を考えたり、適切な方法を選ん
だりしている。 
②生活習慣病が主な要因となって
起こる病気の予防について、学
習したことを自分の生活と比べ
たり、関連付けたりするなどし
て、適切な解決方法を考えてい
る。 
③喫煙・飲酒が健康を損なう原因
となることについて、健康に影
響がある理由について、考えを
書いたり、説明したりしている。 

 

①病気の予防について、課題の解
決に向けての話合いや発表など
の学習や、教科書や関連する図
書資料を見たり、自分の生活を
振り返ったりするなどの学習活
動に取り組もうとしている。 

 



３ 本時の学習（３／８） 

（１）目標  ・生活習慣病を予防するため、適度な運動や正しい食生活などの望ましい生活習慣について知識を身に付けることができる。【知識】 

・生活習慣病の原因や他者や自己の健康課題を見つけたり、話し合ったりして、生活習慣病を予防するために大切なことを説明できる。【思考力、判断力、表現力等】 

・身近な病気として生活習慣病に関心を持ち、自分の健康課題の解決に向けて取り組むことができる。【学びに向かう力、人間性等】 

（２）準備   掲示物、タブレット、大型テレビ、ワークシート、カード、実物（塩、砂糖、油） 

（３）展開 

学習活動 ○指導上の留意点・支援  ★評価（方法） 

１．生活習慣病がどのような病気なのかを GT（保健師）から聞き、どのような病気で何が原因なのか知った後、事前の１週間

の生活アンケート（個人、クラス）をふり返る 

 

 

 

 

 

２． 学習課題を把握する。 

 

 

３．Ａさんの１週間の生活の様子から、どのような点が課題なのか話し合う。 

 

 

 

 

 

４．保健師の話から生活習慣病と適度な運動とバランスの取れた食生活の関係を知り、深める。 

 

 

  

 

 

 

 

５．Aさんの生活習慣の課題から改善点を話し合う。 

 

 

 

 

 

６．自分の食生活を振り返る。 

 

 

 

 

○これまで学習した「病気の原因」についてふり返り、「生活の仕方（生
活習慣）」や「体の抵抗力」に原因があることに視点を向ける。 
○保健師には、生活習慣病について簡単に説明したり、「～が続くと…に
なる。」という伝え方をしたりしてもらい、生活習慣が原因であることに
視点を向けさせる。 
○「わたしたちの保健」の生活習慣病の原因と起こり方の図を活用し、
どんな原因があるかを予想させた後、生活習慣病のリスクになっている
ことをおさえる。 
○学習課題を引き出すために、事前にとったアンケートを提示したり、
確認させたりする。 
○生活習慣病の原因が、運動不足、食生活、不規則な生活、ストレス等
であることをおさえ、「Ａさんの１週間の生活の様子」を捉えさせる。 
 
○児童の１週間の生活アンケートをもとに、ワークシートを作成するこ
とで、児童自身の生活習慣と関連づけて考えさせたい。 
○給食は、１日に必要な栄養素がバランスよく取り入られていることに
注目させ、保健師（栄養教諭）のメッセージを聞く。バランスのよい食
事をとることの大切さを伝える。 
○１日の適正な摂取量と同じ量の食塩や油を見せ、どのくらいの量にな
るのか。また、その影響で血管がどのようになるのかを教具を提示しな
がら、視覚的に捉えさせる。 
○全身を使った運動や十分な休養が大切であることをおさえ、生活習慣
は生活の仕方（生活習慣）や体の抵抗力で予防できることをおさえる。 
 
 
○ワークシートを活用して、それぞれが改善したい部分を選ばせる。全
体で自由に意見交流をし、共感できる意見はワークシートに書きこませ
る。その後、全体で共有するようにしたい。 
 
★A さんの生活習慣の課題と自己の生活課題と比べたり、関連づけたり
するなどして、生活習慣病を予防するために大切なことを説明している。
【思考力、判断力、表現力等】（発表・ワークシート） 
 
★生活習慣病の原因を理解し、生活習慣病を予防するためには全身を使
った運動やバランスの良い食生活が大切であることをワークシートにま
とめている。【知識】（ワークシート） 
・予防方法が思いつかない児童には、「わたしたちの保健」Ｐ５８の生活
習慣病の原因をヒントにさせながら、予防方法を考えさせる。 
・自分の事前アンケート結果とグループで話し合った予防方法を参考に
させながら、本当に自己課題に合った予防方法なのかを考えさせる。 
○保健師や担任の話を聞き、よい生活習慣についての話を聞く。 

児童のつぶやき 

核となる言葉かけ 言葉かけ・教え合い 

生活習慣病を予防するために、どのような生活をすればよいのだろう

う。。 

給食の中に含まれている、塩

分、脂肪分、糖分を考えながら、

おやつを選ぼう。 

毎日、運動を続けられる運

動がいいね。 

〇〇には一日の摂取量と同じくらい

の塩分や脂肪分があるのなんて… 

おやつにカップラーメン

は、まずいと思うな。 

「早寝、早起き、朝ごはん」

を視点に改善してみよう。 

子どものころから、健康によい生活習慣を身に付けることが大切。 

不規則な生活かな。 

運動不足かな。 

「～が続くと・・・になる」

ということです。 

食生活かな。 

〇〇な生活が続いているね。 

なぜこんなに乱れた生活習

慣になったのかな。 もっと〇〇な運動があるね。 運動する時間が足りないな。 

みんなの生活習慣と比べると

どうかな。 

給食には、１日に必要な栄

養素がバランスよく取り入

られているんだよ。 

１日に摂取してほしい、塩分、脂

肪分、糖分の量は〇〇ｇぐらいで

す。摂りすぎに注意しよう。 

全身を使った運動をするこ

とで、余分な糖分や脂肪分

がたまりにくくなります。 

このような生活を続けてい

ると、生活習慣病につなが

るということです。 

Ａさんも私も間食や運動習慣をどの

ように変えていけばよいだろうか。 

栄養成分表示を見て、塩

分や脂肪分、糖分の量を

確認したい。 

おやつの量を考えて

食べるようにしたい。 

タブレットやゲーム

を使う時間を運動す

る時間に回そう。 
毎日、なわとびに

挑戦するぞ。 

一人ではなかなかうまくでき

ないな。家族に協力してもら

おう。 



 


